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1. はじめに 

劣化した道路橋鉄筋コンクリート(RC)床版の補強方法とし

て，床版下面に連続繊維シートを接着する工法が一般化しつ

つある 1)．この方法は，ひび割れ劣化の進行を抑止する力学的

効果があり，過去の研究で補強効果の高いことが認められて

いる 2)．この中で，アラミド繊維シート(AFRP ｼｰﾄ)は，絶縁性

を有する，屈曲性に優れるなど，安全性，施工性に優れた工

法として着目されている． 

本研究では，格子貼り補強工法に低目付け量の AFRP ｼｰﾄを

使用した場合の補強効果の確認を目的として，大阪大学の輪

荷重走行試験機による疲労耐久性試験を実施したものである． 

2. 実験概要 

2.1 供試体概要および補強方法 

 本実験に使用した RC 床版供試体の概要を図-1 に示す．供試体の寸法

は，実大床版のほぼ２/３に相当する橋軸方向 3000mm，橋軸直角方向

2000mm とし、床版厚は 160mm とした．さらに支点上に高さ 50mm の

ハンチを設置した．主鉄筋および配力筋は，それぞれ SD295 の D16 と

D13を使用した．使用したコンクリートの材料特性を表-1に示す． 

補強方法は，供試体下面に 250mm 幅の AFRP ｼｰﾄを 100mm の間

隔で格子状に接着した．目付け量の異なる２種類の一方向シート

を使用し、図-2 に貼り付け方法を示す．AFRP ｼｰﾄの特性を表-2 に

示す．表中の引張剛性 SAFSは，式(1)より計算した． 

)(** gbbtES AFSAFS +=   式(1) 

 ただし，EAFS,，t，b およびｇは，それぞれ AFRP ｼｰﾄの弾性係 

数，設計厚さ，幅および間隔を示す．  

2.2 実験方法 

実際の道路橋床版の損傷状態を再現するため，供試体 No.1, 

No.2 共に補強前に予備的な載荷を行って，ひび割れを発生させ

た．その後，AFRP ｼｰﾄを接着し本載荷を実施した．本載荷は，

輪荷重が 100kN から 170kN まで段階的に増加し，床版の破壊ま

で走行実験を行った．本載荷プログラムを図-3 に示す． 

3. 走行回数と劣化過程 

 AFRP 補強後，No.1 は 976,000 回，No.2 は 1,000,000 回の本載

荷後に押抜きせん断破壊を呈したため，走行実験を終了した．予備載荷の回数を加えて，No.1 および No.2 の総載

荷回数は 1,036,000 回，1,060,000 回になる． 

 

供試体 No.1 No.2 
圧縮強度 (MPa) 47.0 43.4 
引張強度 (MPa) 2.6 2.6 
弾性係数 (GPa) 37.0 36.7 

表-1 コンクリートの材料特性 

表-2 AFRP ｼｰﾄの材料特性

供試体 No.1 No.2 
目付け量 (g/㎡) 415 623 
引張強度 (MPa) 2060 2060 
弾性係数 (GPa) 118 118 
設計厚さ (mm) 0.286 0.430 
引張剛性 (kN/mm) 24.1 36.2 

図-1 供試体概要 

ｷｰﾜｰﾄﾞ：アラミド繊維シート，補強，RC 床版，輪荷重走行試験，寿命延長
連絡先：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２番１号 Tel:06-6879-7618 Fax:06-6879-7621  
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図-2 AFRP ｼｰﾄ接着方法
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供試体の劣化過程を明らかにするため，疲労試験時に供試体の中央点

における活荷重たわみによる劣化度 3)Dδ を式(2)を用いて計算した．劣

化過程を図-4 に，補強前後のδおよび Dδの変化を表-3 にそれぞれ示

す． 

)()( acaD δδδδδ −−=    式(2) 

  ただし，δ：実験計測たわみ値，δa：コンクリート全断面有効の 

計算値，δc：引張側コンクリートを無視した計算値． 

図-4 において AFRP 補強直後に両供試体の劣化度が低下することが

認められる．No.2 の δおよび Dδの低下量は，No.1 よりも若干大き

な値を示し，引張剛性の違いに対応した結果となった． 

補強後の経過をみると，No.2 の劣化進行は No.1 と比較して速く

なっている．これは，No.1 のコンクリート強度が No.2 のものと比

較して大きな値であったことによると判断される． 

何れの試験体も荷重を 170kN に上昇させると δ の増加速度が急

激に大きくなり，かぶりコンクリートの剥離と，それに伴う AFRP

の剥離が順次発生し，最終的に主鉄筋断面がせん断破壊した． 

4. 疲労寿命の評価 

  AFRP 補強された供試体の疲労耐久性の向上効果を明らかにす

るために，無補強床版の疲労寿命と比較する．この無補強床版の

疲労寿命は松井 4)によって提案された既往の RC 床版の次の S-N 式

を用いて算出する． 

520.107835.0)( LogLogNPPLog sx +−=   式(3) 

ただし，P：載荷輪荷重，Psx：輪荷重に対するはり状化した 

床版の押抜きせん断耐荷力 6)，N：載荷回数．  

本実験では，輪荷重 P を数階段に変化させていたため，N に

対して基準荷重 Poの一定載荷とした時の等価載荷回数，Neqを適

用する．そこでマイナー則が採用できるものとすると，Neqの計算は次の式で示される． 

∑= i
m

oieq nPPN *)(    式(4) 

ただし，Pi：実際に載荷した荷重，m：係数( k1 )，k：0.07835，ni：荷重 Piにおける繰り返し走行回数． 

実際の交通荷重に対応する値として，輪荷重Poを 150kNとした等価載回数を表-4に示す．床版の寿命延長率は、

それぞれ 5.7 倍および 7.5 倍となり，低目付け量の AFRP を使用した格子貼り補強においても有意な寿命延長効果

を期待できることが明らかになった。 

5. まとめ 

本研究では，低目付け量のアラミド繊維シートを格子状に貼付けした場合の RC 床版補強効果について，寿命延

長率で 5.7～7.5 倍になることが確認された． 
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図-4 劣化過程

供試体 No.1 No.2 
δの低下 (%) 15.19 21.43 
Dδの低下 (%) 18.09 22.00 

表-3 δと Dδの低下 

供試体 No.1 No.2 
Neqo (無補強計算値)(x104) 257 213 
Neqs (補強実験値)(x104) 1476 1594 
寿命延長率( eqseqo NN ) 5.74 7.48 

表-4 Neqと寿命延長率

図-3 載荷プログラム
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